
第１回 長崎駅前交通拠点整備事業計画検討会

議 事 次 第

日 時：令和６年７月１７日（水） ９：００～
場 所：長崎県庁３階 ３０７会議室（長崎市尾上町３番１号）
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（２）これまでの経緯、現状と課題について
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（４）今後の進め方

３．閉会
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・資料６ 長崎駅周辺の交通拠点機能強化の方向性
・資料７ 整備方針（案）の検討
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長崎駅前交通拠点整備事業計画検討会 
設立趣意書 

 長崎駅前においては、令和４年９月に西九州新幹線が開業し、長崎
の陸の玄関口として駅前広場などの整備が進められているが、鉄道
と路線バスや路面電車の乗継利便性向上が求められている。また、駅
前の路線バス停留所が分散し、バス停車帯が設置されていないこと
から交通混雑の一因になっている。さらに、国道横断歩道橋や駅前バ
スターミナル周辺においては、狭隘な幅員の改善や昇降施設の設置
といったバリアフリー化が必要であり、交通結節に関する多くの課
題がある。
一方で、交流拠点施設である出島メッセ長崎の令和 3年 11月開業

や、長崎スタジアムシティの令和 6年 10月開業（予定）により駅周
辺を訪れる人のさらなる増加が見込まれ、公共交通の利用促進が必
要である。 

 令和２年７月には、「長崎市中心部の交通結節機能強化の基本計画」
を策定し、長崎駅周辺地区の交通拠点の整備に関する検討や調整を
進めているところである。 

そこで、「長崎市中心部の交通結節機能強化の基本計画」を踏まえ、
国土交通省、長崎県及び長崎市は、関係者とともに長崎駅前の交通拠
点の機能強化に関する整備方針及び事業計画のとりまとめに向けて
検討を行い、計画の具体化を図ることを目的として、本検討会を設立
するものである。 

資料①
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長崎駅前交通拠点整備事業計画検討会 規約 

（名称） 
第１条 本会は、「長崎駅前交通拠点整備事業計画検討会」（以下、「検討会」という。）と称する。 

（目的） 
第２条 検討会は、長崎市中心部の交通結節機能強化の基本計画を踏まえ、長崎駅前の交通拠点

の機能強化に関する整備方針及び事業計画のとりまとめに向けて検討を行い、計画の具体化
を図ることを目的とする。 

（検討事項） 
第３条 検討会は、第２条の目的を達成するため、以下の事項について検討を行う。 
（１）整備方針及び事業計画に係る事項
（２）その他、第２条の目的を達成するために必要な事項

（組織） 
第４条 検討会は、第２条の目的を達成するため、有識者、交通事業者、行政機関をもって組織

し、委員の構成は別紙のとおりとする。 
２ 委員の追加・変更は、検討会の承認を得るものとする。 
３ 委員は、やむを得ない事情により検討会に出席できないときは、代理者を出席させること
ができる。 

４ 委員の任期は、事業計画の策定が完了するまでとする。 

（座長） 
第５条 検討会に座長を置き、委員の互選をもって充てる。 
２ 座長に事故等があるときは、あらかじめ座長が指名する委員がその職務を代理する。 
３ 座長は、必要があると認めたとき、委員以外の者の出席を求め、その意見を聞くことがで
きる。 

（検討会の運営） 
第６条 検討会は、第３条に規定する事項を審議するため、必要に応じ、事務局が招集する。 
２ 検討会は、運営にあたり必要な資料等を委員に求めることができる。 

（守秘義務） 
第７条 各委員は、個人情報など公開することが望ましくない情報を漏らしてはならない。また、

その職を退いた後も同様とする。 
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（検討会の公開について） 
第８条 この検討会の審議は非公開とする。なお、検討会の資料（参考資料を除く）及び議事要

旨については、後日公表するものとする。 

（規約の変更） 
第９条 本規約の改正等は、出席委員の過半数以上の賛同をもって行うことができる。 

（事務局） 
第 10 条 検討会の運営に関わる事務を行わせるため、事務局を置くものとする。 
２ 事務局は、国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事務所計画課、長崎県土木部都市政策
課及び長崎市土木部土木企画課に置くものとする。 

 （その他） 
第 11 条 本規約に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、検討会においてその都

度審議して定めるものとする。 

附則 
本規約は、令和６年７月１７日より適用する 
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別紙

（敬称略・順不同）

所　属 氏名 備　考

東京大学大学院工学系研究科（工学部）　教授 羽藤　英二

長崎県立大学地域創造学部公共政策学科　教授 西岡　誠治

九州旅客鉄道株式会社　経営企画部　担当部長 神崎　諭

長崎県交通局　乗合事業部長 柿原　幸記

長崎自動車株式会社　自動車部長 吉村　武匡

長崎電気軌道株式会社　経営企画室長 向　賢治

長崎市タクシー協会　専務理事 野⼝　博⽂

国土交通省　九州地方整備局　建政部　都市調整官 三宅　伸宏

国土交通省　九州地方整備局　道路部　道路調査官 新保　⼆郎

国土交通省　九州地方整備局　長崎河川国道事務所長 ⼤場　慎治

長崎県　土木部長 中尾　吉宏 座長

長崎県　土木部　参事監 椎名　⼤介

長崎県警察本部　交通部長 ⽥川　佳幸

長崎市　土木部長 川原　直樹

長崎市　まちづくり部長 ⾚倉　史明

＜事務局＞
国土交通省　九州地方整備局　長崎河川国道事務所　計画課
長崎県　土木部　都市政策課
長崎市　土木部　土木企画課

行
政
機
関

長崎駅前交通拠点整備事業計画検討会

委員名簿

有
識
者

交
通
事
業
者
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【検討会議の体制】

長崎駅周辺地区の交通結節に関する検討経緯

１．長崎市中心部の交通結節等検討会議

【検討会議の設⽴】 令和元年８⽉２０⽇

（出典：長崎市中心部の交通結節等検討会議 設置要綱）

【設⽴趣旨】
○「100年に1度」と称される⼤規模な再開発が進む変⾰
期を迎えている中で、県都⻑崎の⻑期的な発展や、交
流⼈⼝の更なる拡⼤を⽬指すためには、⼈・モノの流れ
を最適化することが重要

○今後、⻑崎の⻑期的な発展のためには、市⺠や観光客
等の多くの利⽤者にとって、快適で利便性が⾼く、公共
交通の利⽤促進につながる交通結節機能の確⽴が重
要であることから、交通事業者、経済関係者、学識経験
者、⾏政で構成する「⻑崎市中⼼部の交通結節等検
討会議」を設⽴し、交通結節機能の強化・拡充につい
て検討を⾏う

【基本計画の策定】 令和２年７⽉

資料②
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長崎駅周辺地区の交通結節に関する検討経緯

２．長崎市中心部における交通結節の課題

（出典：長崎市中心部の交通結節機能強化の基本計画（令和2年7月））
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長崎駅周辺地区の交通結節に関する検討経緯

３．長崎市中心部の交通結節機能強化の基本方針

（出典：長崎市中心部の交通結節機能強化の基本計画（令和2年7月））
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長崎駅周辺地区の交通結節に関する検討経緯

４．交通結節機能強化の整備イメージ【長崎駅周辺地区】

（出典：長崎市中心部の交通結節機能強化の基本計画（令和2年7月）） 4



バスタプロジェクトの取り組み

１．バスタプロジェクトのコンセプト

（出典：交通拠点の機能強化に関する計画ガイドライン」（令和3年4月）国土交通省道路局）

○バスタプロジェクトは、道路管理者が主体となって⾏う集約型公共交通ターミナル（バスタ）の整備・マネジメントを⾏い、地
域における課題を解決するとともに、みち・えき・まちが⼀体となった新たな空間を官⺠連携により創出して、道路ネットワーク
の機能を最⼤限発現し、地域の活性化や災害対応の強化、⽣産性の向上の実現を図る未来志向の新たな取り組み。

○具体的には、交通拠点における「⼈中⼼の空間づくりの推進」、「モーダルコネクトの強化」、「官⺠連携の推進」、「ICT等を
活⽤した交通マネジメントの⾼度化」等の取組の具体化や、交通拠点のネットワーク化を通じて、道路交通ネットワークの
トータルマネジメントを⽬指す。

資料③
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バスタプロジェクトの取り組み

２．バスタプロジェクトにおける交通拠点の類型

（出典：交通拠点の機能強化に関する計画ガイドライン」（令和3年4月）国土交通省道路局）

○交通拠点には様々な形態が想定されるが、道路交通ネットワーク上の⽴地特性に着⽬し、「マルチモードバスタ」、「ハイウェ
イバスタ」、「地域のバスタ」の３つの類型に分類。

○これら区分にまたがる事例、同じ区分でも求められる機能が異なる等がある点、また⽴地特性ではなく、ネットワークの規模や
施設構造等による分類も考えうる点に留意が必要。

M1 鉄道駅を中心とした広域的な交通拠点 M2 鉄道駅を中心とした地域の交通拠点

H1 SA・PA併設型

マルチモードバスタ（M）
（既存の鉄道駅を中⼼とした総

合的な交通拠点）

ハイウェイバスタ（H）
（⾼速道路内及び近傍で⾼速
バスと結節する交通拠点）

地域のバスタ（L）
（鉄道駅及び⾼速道路の近傍

ではない交通拠点）

H2 高速バス停形 H３ IC直結型

L1 地域の拠点型 L２ 独立ターミナル型 L３ 地域のバス停型

※近接する複数のバス停
が⼀体となって機能する
場合も含む 6



例：呉駅 交通ターミナル整備（広島県）

バスタプロジェクトの取り組み

３．他事例
①新たなモビリティへの対応

（出典：国道31号等 呉駅交通ターミナル整備事業計画（2021年3月19日）国土交通省・呉市）

○交通拠点の特にインフラ⾯については、そのライフサイクルを鑑みて、⾃動運転技術の進展やシェアモビリティ・MaaS 等のサー
ビスの普及等、中⻑期的なモビリティの変化を予測しつつ、その変化に対応できるような柔軟性・機動性を確保することが求め
られる。

（出典：国道２号等神戸三宮駅前空間の事業計画（2020年3月25日）国土交通省・神戸市）

例：神戸三宮駅 交通ターミナル整備（兵庫県）
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バスタプロジェクトの取り組み

○交通拠点の整備はまちづくりの⼀部でもあることから、交通拠点の整備にあたっては⺠間開発や公園、⾃由通路の整備等、ま
ちづくりと連携し、地域で⼀体となって拠点整備を⾏うことが求められる。

（出典：国道31号等 呉駅交通ターミナル整備事業計画（2021年3月19日）国土交通省・呉市） （出典：国道２号等神戸三宮駅前空間の事業計画（2020年3月25日）国土交通省・神戸市）

３．他事例
②事業手法

例：呉駅 交通ターミナル整備（広島県） 例：神戸三宮駅 交通ターミナル整備（兵庫県）
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バスタプロジェクトの取り組み

４．バスタプロジェクトの調査の流れ

長崎市中心部
の検討状況

地域の交通課題の調査

交通拠点における機能強化の必要性等の調査

・交通拠点の課題や機能強化の必要性
・課題を踏まえ求められる機能・役割の方向性 等

交通拠点の機能強化に関する整備方針の検討

・交通拠点計画の対象範囲
・整備イメージ（交通ターミナルの位置など） 等

交通拠点の機能強化に関する事業計画の検討

・交通ターミナルの施設配置計画
・官民の事業区分・役割分担 等

事業計画の策定

新規事業化
9



長崎駅周辺のポテンシャル 資料④

１．長崎市の概要

県都・⻑崎市には、県内⼈⼝の約３割、来訪する観光客の約２割が集中（県内で最も多い）
⻑崎県は２つの世界遺産（平成27年、平成30年に登録）があり、観光客数は増加傾向（令和2〜4年はコロナ禍で減少）
 コロナ禍から観光客数が回復傾向にある中、令和4年9⽉には⻄九州新幹線が開業

■長崎市の観光客数・観光消費額の推移
（資料：長崎市観光統計）

コロナ禍

■長崎駅市（長崎駅周辺）の位置

（資料：長崎県市町別年齢別推計人口（10月1日現在））

佐賀県

西九州新幹線開業
（R4.9開業）

長崎駅周辺

明治日本の産業革命遺産（平成27年登録）

長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産（平成30年登録）

世界遺産

10

■長崎県の市町別人口割合（令和５年） ■長崎県の観光客実数割合（令和４年）

（資料：長崎県観光統計）

（万人） （億円）

明治日本の産業革命遺産登録

長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産登録 増加傾向 西九州新幹線開業
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長崎駅周辺のポテンシャル

２．長崎駅周辺のポテンシャル

(c) NTTインフラネットの地図を加工して作成■長崎駅周辺の観光資源・整備状況

駅周辺には、2つの世界遺産（⻑崎と天草地⽅の潜伏キリシタン関連遺産、明治⽇本の産業⾰命遺産）が存在
令和3年11⽉に交流拠点施設となる出島メッセ⻑崎、令和4年9⽉に⻄九州新幹線、令和5年11⽉にJR九州駅ビル（商
業施設）が開業し、令和6年10⽉には⻑崎スタジアムシティが開業予定

⻑崎駅周辺⼟地区画整理事業は令和10年度に完了予定など、⻑崎駅周辺の開発は着々と進⾏

長崎港ターミナル
長崎水辺の森公園 長崎駅新駅舎

大浦天主堂

県営バスターミナル
商店街

宿泊施設

34

206

202

202

112

旧グラバー住宅

三菱長崎造船所ジャイアント・カンチレバークレーン

三菱長崎造船所占勝閣

三菱長崎造船所第三船渠 旧木型場〈三菱重工業㈱長崎造船所「資料館」〉

明治日本の産業革命遺産

長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産

世界遺産

出島復元整備事業
（平成8～28年度 建造物16棟復元）
（平成29年11月 出島表門橋完成）
（令和9年度 建造物1棟復元予定）

（資料：長崎市HP）

県庁舎跡地活⽤

新市庁舎（令和5年1月開庁）

新県庁舎
（平成30年1月開庁）

ＪＲ九州駅ビル
（令和4年3月長崎街道かもめ市場開業）
（令和5年11月アミュプラザ長崎新館開業）
（令和6年1月長崎マリオットホテル開業）

出島メッセ長崎
（令和3年11月オープン）

幸町工場跡地活用事業
【長崎スタジアムシティプロジェクト】

（令和6年10月開業予定）

西九州新幹線
（令和4年9月開業）

長崎駅周辺土地区画整理事業
（令和8年度東口駅前広場完成予定）

(都)大黒町恵美須町線整備
（令和14年度完成予定）

大黒町地区市街地再開発事業

日本二十六聖人殉教地

長崎歴史文化博物館

万寿山聖福寺

福済寺

浜町地区市街地再開発事業
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長崎駅周辺のポテンシャル

３．長崎駅周辺の公共交通網

⻑崎駅には⻄九州新幹線が45本/⽇発着しており、在来線（115本/⽇発着）と結節
県営バスターミナルには、県内の都市間や県外と連絡する⾼速バスが200本/⽇発着
市内の主要観光地と連絡する路⾯電⾞が1,240本/⽇発着（⻑崎駅前駅）、路線バスが約5,750本/⽇発着（⻑崎
駅前、⻑崎駅⻄⼝、⻑崎駅前（交通広場））しており、⻑崎駅周辺は交通モードが近接する⻑崎市の公共交通の要衝

34

206

202

(c) NTTインフラネットの地図を加工して作成

112

202

■長崎駅周辺の交通網（資料：バス路線：長崎バス・長崎県営バス路線図（令和6年4月））

平
和
公
園
方
面

グ
ラ
バ
ー
園
方
面

中華街

諏訪神社方面

県営
バスターミナル

バス路線

バス停

ＪＲ・路面電車駅

凡 例

福岡

■県営バスターミナルからの運行本数（R6.4）

⼤分県

熊本県

宮崎県

⿅児島県

福岡県

佐賀県

⻑崎県

北九州

⼤分

熊本

宮崎

⼩浜
雲仙

ハウス
テンボス

佐世保

⻑崎
空港30

50台以上

10～50台未満

10台未満

高速バス運行台数（発着計）

2

6

8

8

※季節運⾏

69

⻑崎市

74
3

運行本数（平日）公共交通機関

２２長崎駅着
西九州
新幹線

２３長崎駅発

４５合計

５７長崎駅着

在来線 ５８長崎駅発

１１５合計

６２０長崎駅前駅着

路面電車 ６２０長崎駅前駅発

１,２４０合計

（資料：各社時刻表（令和6年4月））

（資料：各社時刻表（令和6年4月））
※南向きは降車専用のため、降車数を発本数として計算

運行本数（平日）公共交通機関

７１バスターミナル着

高速バス １２９バスターミナル発

２００合計

約６０長崎駅西口着

路線バス

約４０長崎駅西口発

約２,６００長崎駅前発※

約２,６００長崎駅前着

約２５０長崎駅前（交通広場）発

約２００長崎駅前（交通広場）着

約５,７５０合計

長崎駅前電停

長崎駅

長崎駅前バス停

⻑崎駅⻄⼝バス停

⻑崎駅前（交通広場）バス停

2,000台/日以上

1,000～2,000台/日未満

1,000台/日未満

バス運行本数



18.38 21.8 27 31 35.66 40.51 20 27 15 23.19 19 21 20 # # # 35 26 18.18 28.39 8.4 35 22.78 31.37 34 45.04
11.2 17.3 24 28 31.19 32.21 16 22 14 19.03 17 19 18 # # # 26.8 27 20.94 20.98 11 23 22.88 28.62 29 39.78
18.66 23.1 29 32 34.99 33.21 21 24 15 19.83 19 21 21 # # # 26 38 37.02 25.58 20 35 32.92 36.61 35 31.76
17.77 19.2 23 28 32.02 34.12 22 24 15 20.43 19 21 19 # # # 25.1 37 36.15 24.85 20 35 33.48 36.9 35 29.55
18.36 18.8 23 26 31.21 35.12 22 25 15 19.58 20 21 19 # # # 26.1 38 36.98 26.99 20 37 33.03 36.76 34 30.69
19.76 20.4 25 27 32.06 36.11 22 25 16 19.98 20 22 19 # # # 26.7 38 37.38 28.66 21 39 33.79 37.05 34 30.51
19.76 22.4 28 31 34.43 35.27 21 25 15 18.71 19 21 20 # # # 26.5 37 36.05 26.2 19 36 32.45 35.2 32 29.73
18.08 21.2 26 29 32.63 34.34 21 24 15 19.71 20 22 20 # # # 25.3 37 35.66 26.06 18 36 32.89 35.71 33 29.34
17.86 21.5 27 29 32.55 33.45 20 24 14 18.83 19 21 20 # # # 24.8 36 34.03 25.57 18 35 32.9 34.38 31 29.18
16.04 21 27 30 33.28 33 20 23 14 19.04 20 22 21 # # # 23.3 37 34.57 24.98 17 35 32 32.67 30 29.11
13.02 18.9 25 29 31.08 30 18 20 14 18.13 20 22 20 # # # 18.5 34 31.44 18.84 19 26 30.95 24.17 22 21.31
15.91 19.9 25 29 31.06 28.24 18 21 13 17.95 18 20 19 # # # 19.4 34 32.04 19.54 19 26 28.73 20.23 18 18.69

17.52 16.8 22 26 31.76 31.74 36 16 20 19.02 30 32 29 # # # 28.7 35 28.05 11.03 39 9.9 23.96 20.11 22 28.01
15.41 13.3 16 19 23.97 24.54 26 15 17 17.48 23 24 21 # # # 27.4 27 21.4 14.24 26 12 19.5 17.31 18 22.85
16.88 15.5 19 23 28.28 32.1 27 17 18 18.98 24 25 22 # # # 35.1 28 23.63 29.18 37 20 30.7 23.58 24 29.96
17.12 15.1 19 23 28.19 31.4 28 17 19 18.75 24 25 22 # # # 32.9 27 23.06 28.44 36 20 29.78 23.79 24 27.8
16.8 14.5 18 22 29.16 32.37 29 17 20 19.63 25 26 23 # # # 34.3 28 24.34 29.34 39 19 29.86 22.98 23 28.45
17.75 15.5 20 25 31.58 32.98 29 17 20 19.28 26 27 22 # # # 32.8 29 25.82 29.77 41 20 31.86 24.48 25 28.54
17.19 15.5 19 23 29.35 32.53 29 16 20 19.28 25 26 22 # # # 35 28 24.18 27.28 38 18 29.98 24.1 24 27.76
18.06 15.2 19 23 29.14 30.81 28 16 20 20 24 25 21 # # # 34.4 27 23.56 27.25 38 18 30.5 23.88 24 27.28
18.49 15.5 19 23 28.13 29.93 27 16 19 19.23 24 25 22 # # # 34.2 26 23.48 25.05 37 18 29.75 23.24 23 26.97
17.67 15.3 18 22 27.91 30.04 26 15 18 18.78 24 25 22 # # # 34.2 25 22.48 25.55 36 18 30.1 23.65 23 27.15
18.01 13.7 15 18 22.86 25.17 23 14 15 15.42 22 24 21 # # # 32.4 19 18.67 23.25 24 20 28.36 22.84 22 26.95
16.93 13 15 17 22.08 26.11 24 14 16 16.34 22 24 21 # # # 32 20 19.26 23.85 24 20 31.54 24.43 25 30.08

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

⻑崎駅前の国道202号には約4万台/12hの交通が通⾏しており、⻄九州新幹線開業後、交通量は増加し、混雑度も上昇
公共交通の要所であるため、バスを含む12時間⼤型⾞混⼊率が県平均の約2倍
国道202号は、⼤型⾞混⼊率が⾼い⻑崎駅前交差点付近で旅⾏速度が低下

長崎駅周辺の現状と課題

13

１．国道２０２号の交通状況

(c) NTTインフラネットの地図を加工して作成

202

202 206

五島町⼤波⽌

⼋千代町⻑崎駅

■国道202号等の時間帯別旅行速度

上り線

下り線

長崎駅前で
旅行速度が低下

資料：ETC2.0（令和5年度平日平均）

資料⑤

■長崎駅前交差点（北側断面）の交通量変化
資料：交通量は実態調査結果、混雑度はR3道路交通センサスより算定

■長崎駅前交差点（北側断面）の時間帯別交通量と12時間大型車混入率

約４万台/12h
が通行

資料：交通量は実態調査結果（R6.5.30(木)） 、12時間大型車混入率の長崎県国道平均はR3道路交通センサス

県平均と比べ
高い混入率

【凡例】
：20km/h未満
：20～30km/h未満
：30～40km/h未満
：40～50km/h未満
：50km/h以上

旭⼤橋
東⼝

⻑崎駅前交差点

⻄坂町

宝町

茂⾥町



■乗換状況と整備ニーズ
45%

43%

38%

36%

35%

32%

29%

25%

23%

39%

41%

46%

47%

48%

48%

47%

41%

46%

7%

8%

8%

9%

7%

12%

13%

24%

20%

8%

8%

8%

8%

9%

8%

11%

10%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

移動経路上の快適性向上（全天候に対応した移動空間等）

移動経路上の安全性向上

各公共交通機関相互や自動車（送迎含む）との乗り換え環境整備

各公共交通機関の場所などを提供する情報施設整備

移動経路上のバリアフリー対応（スロープ、点字ブロック等）

ベンチ等の休憩施設の充実による滞留空間整備

回遊性を生み出す移動経路整備

賑わい空間の創出

まちのシンボルとなる景観の整備

重視してほしい どちらかと言えば重視した方が良い 重視しなくても良い 分からない

８割以上の方が
「重視」する整備内容

5%

24%

29%
6%

2%

11%

1%

23%

乗継手段

（N=1,099）

路面電車

路線バス

タクシー

レンタカー

自家用車

（送迎含む）

バイク・自転車

徒歩

鉄道（JR等）

長崎駅周辺の現状と課題
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⻑崎市への来訪者は関東地区が最も多く、次いで九州・沖縄地区。来訪⼿段は「鉄道」「⾼速バス等」が約６割を占める
 JR⻑崎駅・県営バスターミナルからの乗継⼿段は、「在来線」「路⾯電⾞」「路線バス」が約６割を占める
駅周辺の整備ニーズは、「移動経路上の快適性・安全性・バリアフリー化」「乗り換え環境」「情報施設」が上位を占める

■駅周辺の整備ニーズ■長崎駅・県営バスターミナルとの乗継手段

鉄道・路線バス
が約６割

（資料：アンケート調査（R5.8））

２．来訪者の移動状況

■長崎市への来訪者と交通手段

■長崎市への来訪者（居住地）

自家用車

2%

4%

8%

26%

58%

22%

レンタカー

21%

17%

25%

13%

3%

3%

12%

高速バス

12%

6%

1%

6%

2%

7%

6%

貸切バス

1%

1%

1%

2%

4%

2%

ＪＲ

19%

15%

27%

20%

57%

25%

22%

飛行機＋バス

42%

54%

36%

49%

8%

1%

32%

船舶

1%

1%

0.4%

1%

1%

その他

6%

4%

6%

3%

2%

2%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

北海道・東北

関東

北陸信越・中部

近畿

中国・四国

九州・沖縄

平均

（N=52）

（N=566）

（N=135）

（N=252）

（N=61）

（N=530）

（N=1,596）

（資料：令和4年長崎市日本人観光客動向調査報告書）■長崎市への来訪手段

鉄道・高速バス等
が約６割

西九州新幹線開業後、
鉄道の割合が増加



長崎駅周辺の現状と課題

３．長崎駅周辺の交通課題

・⻑崎駅前バス停に加え、南向きは東⼝バス停、南⼝
バス停でも路線バスが停⾞し、⾛⾏性が低下してい
ます

●国道等の⾛⾏性が低下
・国道202号は交通量が多く、⾞線上に路線バスが
停⾞し、⾛⾏性が低下しています

長崎駅

長崎駅前東口バス停

長崎駅前
南口バス停 大黒町

商店街

⻑崎駅前の国道には、上下線で約5,750本/⽇の路線バスが発着しており、⾞線上にバスが停⾞することで⾛⾏性が低下
①道路交通に関する課題

長崎県営
バスターミナル

15

長崎駅前
南向き

（降車のみ）

【国道202号下り線（朝ピーク時）】

【長崎駅前東口バス停の混雑状況（朝ピーク時）】

【長崎駅前南口バス停の混雑状況（朝ピーク時）】

写真①

1

写真②

2
3

写真③

202

多目的
広場

東口
駅前広場

長崎駅前
北向き

（完成時）

長崎駅前
南口バス停

【長崎駅前バス停の時間帯別運行本数（平日）】
資料：各社時刻表（令和6年4月時点）※長崎駅前（交通広場）発着含む



●乗り継ぎ客の利便性
・⻑崎駅とバスターミナル、電停、バス停が離れているた
め、これまでロングルーフやエスカレータの設置等を実
施しているが、利便性向上に向けた更なる対策が必
要です

長崎駅周辺の現状と課題

３．長崎駅周辺の交通課題

●横断歩道橋の移動空間
・県営バスターミナル前の横断歩道橋には屋根が無い
ため、⾬天時等で傘さしが必要な場合、すれ違いが
しづらく、円滑な乗り継ぎの⽀障になっています。

長崎駅

多目的
広場

②乗り換え・乗り継ぎ動線に関する課題

16

長崎駅前
南向き

（降車のみ）

新幹線開業に伴い、広域交通の利便性は向上する⼀⽅で、⻑崎駅とバスターミナル、電停、バス停が離れており、バス停は分
散して分かりにくいなど、観光客等の利便性向上に向けた対策が必要

●バス停の分散
・路線バスのバス停が分散しており、ＨＰ等でバス停ま
での案内は実施しているが、利便性向上に向けた更
なる対策が必要です

【長崎駅前東口バス停/南口バス停】

長崎駅前
東口バス停

長崎駅前
南口バス停

長崎駅

至 県営バスターミナル

バス停

東口
駅前広場

長崎駅前
南口バス停

大黒町
商店街

長崎県営
バスターミナル

長崎駅前
東口バス停

電停

写真① 写真③

写真②

1

3

2

：長崎駅、バスターミナル、電停、バス停の乗り換え動線

※晴天時

※雨天時

202

←エスカレーター

←ロングルーフ

長崎駅前
北向き

一般車
駐車場

タクシー
乗車場

観光バス等

タクシー
乗車場

バス停

長崎駅前
南口バス停



指定緊急避難場所
指定避難所

1
5

長崎駅周辺の現状と課題

17

①防災機能の強化

県営バスターミナル

長崎駅

長崎県庁

5

1

2

3
4

(c) NTTインフラネットの地図を加工して作成

令和2年7⽉の基本計画策定後も、令和2年・3年と豪⾬による⾵⽔害が発⽣
台⾵や豪⾬により公共交通等の運⾏に⽀障が発⽣した場合に備え、⻑崎駅周辺で来訪者等が避難する受け⼊れ先の
強化が必要

■長崎駅周辺の指定緊急避難場所・指定避難所

おのうえの丘
（防災緑地）

※指定緊急避難場所、指定避難所は県営バスターミナルか
ら半径2.5km圏内の場所

6

7

8

■県営バスターミナル周辺の
指定緊急避難場所

面積指定緊急避難場所NO

7,084㎡西坂公園①

5,100㎡中町公園②

3,923㎡瓊の浦公園③

2,497㎡桜町公園④

■県営バスターミナル周辺の
指定避難所

面積指定避難所NO

303㎡桜町小学校⑤

510㎡西坂小学校⑥

274㎡新興善メモリアル⑦

80㎡御船蔵町上自治会公民館⑧

元号 月日 災害名 災害の種類 災害形態

平成3年 7月29日 台風第9号 風水害 高潮、山・崖崩れ、道路決壊

平成3年 9月30日 前線による大雨、台風第17、18、19号 風水害 大規模崩壊、土石流、筑後川風倒木流出

平成5年 9月2日～4日 台風第13号 風水害 土石流、斜面崩壊、床上浸水、洪水

平成9年 7月1日～17日 梅雨前線、低気圧による大雨〔針原川土石流〕 風水害 崩壊、土石流、床上浸水、白川・緑川・菊池川洪水

平成23年 6月10日～21日 梅雨前線による大雨 風水害 崖崩れ、浸水、球磨川洪水

平成24年 4月2日～3日 暴風 風水害 強風

平成24年 9月15日～19日 台風第16号・大気不安定による大雨・暴風・高波・高潮 風水害 高潮、土砂崩れ、崖崩れ、河川決壊、浸水

平成30年 7月5日～7月8日 平成30年7月豪雨・台風第12号 風水害 住家・人的被害・六角川洪水

令和2年 7月3日～31日 令和2年7月豪雨 風水害 洪水、土砂災害

令和3年 8月11日～ 風水害 洪水、土砂災害

基本計画策定後に
被災した自然災害

長崎駅周辺の豪雨時の様子（R2.7.7）

■長崎市が被災した災害履歴一覧

４．長崎駅周辺のまちづくり課題



●国道の幅員が広く横断に負担がかかり、
まちと駅側との連携にも⽀障が発⽣
・国道202号の中央には路⾯電⾞もあるため横断距
離が⻑く、国道202号を挟んだ「まち」と「駅側」との
連携が取りづらい状況です

●移動経路のバリアフリー化が不⼗分
・横断歩道橋には屋根が無いため、⾬天時は移動が
しづらい状況です
・EVは設置されているが、⼊⼝の幅が狭く、利⽤しづら
い状況です

長崎駅周辺の現状と課題

４．長崎駅周辺のまちづくり課題

至

大
黒
町

至

長
崎
駅

【国道202号長崎駅前】

約４０m

長崎駅

約40ｍ

大黒町
商店街

⻑崎駅前の国道は道路幅員が広く、交通量も多いため、平⾯横断が困難
横断歩道橋が設置されているが屋根は無く、⾬天時の移動がしづらい状況。また、EVはあるものの⼊⼝の幅が狭いなどバ
リアフリー化が⼗分ではないため、国道202号を挟んだ「まち」と「駅側」との連携を向上させる対策が必要

②まちづくりの課題

EV

EV

EV

EV

EV

階段

階段

階段

階段

階段

階段

階段

階段 ｴｽｶﾚｰﾀｰ

【大黒町商店街】
18

【横断歩道橋（県営バスターミナル前）】

【県営バスターミナル側のEV）】

長崎県営
バスターミナル 幅が狭い

写真①

1

写真②

写真③

写真④

5

写真⑤

幅が狭い

4

3

202

多目的
広場

東口
駅前広場



長崎駅周辺の交通拠点機能強化の方向性

⻑崎駅周辺は、陸の⽞関⼝としての広域アクセスの充実と、安全で安⼼な道路・交通ネットワークの確保を⽬指すこととされ
ており、各種計画でその具体化を図っている。

⻑崎市第五次総合計画
［R4.2］

（目標年次：令和12年度）

⻑崎市都市計画マスタープラン
［H28.12］

（目標年次：令和17年度）

「⻑崎市中央部・臨海地域」
都市・居住環境整備基本計画
［H25.3_⻑崎県・市］

整合を図る

＜⻑崎市中⼼部の交通結節等検討会議＞
⻑崎市中⼼部の交通結節機能強化の基本計画

［R2.7 _⻑崎県・市］
即す

＜⻑崎駅前交通拠点整備事業計画検討会＞

⻑崎駅前交通拠点 整備方針
［検討中］

⻑崎駅前交通拠点 事業計画

即す

１．関連計画との関係

資料⑥

⻑崎県総合計画
チェンジ&チャレンジ2025

［R2.12］
（目標年次：令和7年度）

⻑崎都市計画区域
マスタープラン

［R6.3］

19



長崎駅周辺の交通拠点機能強化の方向性

 「100年に⼀度」と称されるまちづくりの変⾰期を契機に、⻑崎県と⻑崎市が⼀体となって、平成22年に都市再⽣のためのグ
ランドデザインとして、「⻑崎市中央・臨海地域」を対象とした都市・居住環境整備基本計画を策定

２．長崎駅周辺のまちづくり ＝「長崎市中央部・臨海地域」都市・居住環境整備基本計画＝

■「重点エリア」の位置図

※地理院タイル（淡⾊地図）を加⼯して作成

①⻑崎駅周辺エリア
九州新幹線⻄九州ルート（⻑崎ルート）整備等の広域交通機能の強化を契機として、さら

なる交流⼈⼝の拡⼤や経済波及効果を⽬指し、その効果を離島や県内各地に波及させること
により⻑崎県全体の活⼒の再⽣向上を図り、併せて「交流のまち⻑崎の⽞関⼝」にふさわしいま
ちづくりを促進するため、陸のゲートウェイ（⽞関⼝）となる⻑崎駅周辺エリアとして、まちなかの
賑わいの拠点である浜町地区や海の国際⽞関⼝である松が枝周辺エリアと連携を図りつつ、
⼀体的・総合的に整備する必要がある区域

（出典：各重点エリアの整備計画（平成25年3月））

（出典：長崎市中心部の交通結節機能強化の基本計画（令和2年7月））

魚市跡地

長崎港ターミナル

長崎市役所

長崎県庁

ＪＲ長崎駅

①長崎駅周辺エリア

④中央エリア

③まちなかエリア

②松が枝周辺エリア

長崎駅周辺土地区画整理事業

20



長崎駅周辺の交通拠点機能強化の方向性

⻑崎駅前は交通結節点として、道路・公共交通の機能を強化するとともに、歩⾏者ネットワークの向上や公共交通の利便
性向上を図ることとされている。

■⻑崎市都市計画マスタープラン

第４章 地区別構想（中央東部地区）

■「⻑崎市中央部・臨海地域」
都市・居住環境整備基本計画

■⻑崎都市計画区域マスタープラン

３．交通拠点の位置付け

５．都市再生に向けた基本方針（4.整備方針）

21



長崎駅周辺の交通拠点機能強化の方向性

４．長崎駅周辺の交通機能配置

交流拠点施設
長崎県庁

歩行者軸

歩行者軸を補完する主な動線

長距離交通網

二次交通網

賑わい機能

その他商業施設等

凡 例

駅前商店街中⼼商業・業務地
主要観光施設

⻑崎駅
（新幹線・在来線）

⼀般⾞
駐⾞場

タクシー
観光バス等
（交通広場）

路線バス・タクシー・⼀般⾞
（⻄⼝駅前広場）

至 長崎スタジアム

中⻑距離バスターミナル配置
・ターミナルの設置を現⾏の⾼架近傍から現在
ターミナルに残すことでまちの活性化も期待できる
（⻑崎市中⼼部の交通結節等検討会議より）

路線バス路線バス

⻑崎駅前
電停 中⻑距離⽤

バスターミナル

＜賑わいと交流＞
＜憩いと活動の場＞

多⽬的広場

ＪＲ新駅ビル 東
⻄
軸

22



長崎駅周辺の交通拠点機能強化の方向性

４．交通結節機能強化の考え方

長崎駅

他地域

⻄九州新幹線
ＪＲ在来線

長崎
空港

長崎港

他県
佐世保
雲仙

南⼭⼿町
（グラバー園）

⾺町
（諏訪神社）

浜町
（商店街）

松⼭町
（平和公園）

幸町
（ｽﾀｼﾞｱﾑｼﾃｨ）

松ケ枝
国際
ﾀｰﾐﾅﾙ

他地域
（離島）

国外

クルーズ船
フェリー

⾶⾏機
都市間バス都市間バス

⿂の町
（市役所）

路⾯電⾞・路線バス

路⾯電⾞・路線バス
長崎駅前

（電停・バス停）

交流のまち⻑崎の⽞関⼝となる⻑崎駅や中⻑距離⽤バスターミナルと、市⺠の⽇常⽣活や来訪者の移動を⽀える路⾯電⾞、
路線バスとの交通結節機能を強化し、移動しやすいまちを形成する

 また、広域交通拠点となる空港や港までのアクセス強化を図ることで、交流⼈⼝の拡⼤や経済波及効果を県内各地に波及
させる

他県
⾼速バス

他県

茂⾥町
（⻑崎ｺｺｳｫｰｸ）

中長距離用
バスターミナル

⼤⿊町
（商店街）

交通結節機能強化

交通結節機能強化

約20分 約15分

約45分 23



長崎駅周辺の交通拠点機能強化の方向性

５．長崎駅周辺の歩行者動線の考え方

交通結節機能を強化する⻑崎駅、中⻑距離⽤バスターミナル、電停、路線バス停間の乗り換え動線は、⽬的となる場所が分
かり易く、天候に関わらず移動負担が少なくなるよう検討するとともに、⽣み出した賑わいや交流を「まち」側にも波及できるよ
う検討する

東⼝に⾯した空間は駅利⽤者や来訪者を迎え、賑わいと交流を⽣み出し、安全で歩いて楽しい歩⾏空間を創出する

長崎駅

東口
駅前広場

多目的
広場

アミュプラザ長崎

【県営バスターミナル前】

【長崎駅前（公共交通機関）】

【長崎駅前東口広場】

【長崎駅前東口広場】

EV

EV

EV

EV

EV

階段

階段

階段

階段

階段

階段

階段

ｴｽｶﾚｰﾀｰ

中長距離用
バスターミナル

電停

昇降
施設

路線バス停
（整備中）

写真①
1

写真②

写真③

写真④

3

2

東口

一般車
駐車場

4

階段

バス停

電停

タクシー

バス停

観光バス等

タクシー

：交通結節機能を強化する乗り換え動線

：二次交通

中長距離用
バスターミナル

中長距離用
バスターミナル

長崎駅

24



長崎駅

東口
駅前広場

多目的
広場

アミュプラザ長崎

長崎駅前
南口バス停

長崎駅前
東口バス停

集約

長崎駅前

中長距離用
バスターミナル

長崎駅前

長崎駅前電停

長崎駅周辺の交通拠点機能強化の方向性

６．待合空間整備の考え方

 「休憩機能」や「情報発信機能」等を中⻑距離⽤バスターミナルに整備し、⾼速バス、路⾯電⾞、路線バスの乗り継ぎ利⽤
者が快適に待つことができる空間を創出する

災害等により公共交通等の運⾏に⽀障が発⽣した場合の⼀時的な避難場所や帰宅困難者の受⼊空間を創出する
⺠間事業者等の知⾒を広く取り⼊れながら、官⺠連携して効率的・効果的な施設運営を図る

内容導⼊機能
・トイレ
・ベンチ
・カウンターテーブル 等

休憩機能

・デジタルサイネージ
・案内版
・掲⽰板 等

情報機能

・乗⾞券等販売所
・券売機
・飲⾷・物販 等

利便機能

・⼀時的な避難場所
・帰宅困難者の受⼊空間
・交通情報発信
・物資備蓄 等

防災機能

■2F整備イメージ（天神バスターミナル：福岡県）

■1F整備イメージ（桜町バスターミナル：熊本県）

■導入機能イメージ

（資料：交通拠点の機能強化に関する計画ガイドライン） 25



交流のまち長崎の陸の玄関口
『 「交流」と「にぎわい」を生み出す新たな交通結節機能を形成 』

基本コンセプト

⻑崎駅とバスターミナル、
電停、バス停が離れて
いる

整備方針（案）の検討

長崎駅周辺
の課題

国道の道路幅員が
広く、まちと駅側が
離れている

国道202号の⾛
⾏性低下

移動経路のバリア
フリー化が不⼗分

１．課題解決に向けた基本コンセプト

交通結節
機能強化
の基本方針

駅側とバスターミナル
をデッキで結び、駅と
まちを連携させて、
回遊性を強化

バス停⾞空間
を確保し、国道
202号の⾛⾏
性を改善

デッキとバス停・電停をエ
スカレーターやエレベー
ターで繋ぎ、歩⾏者の移
動を⽀援

来訪者等が避難する
受け⼊れ先の強化

来訪者の安全・
安⼼を確保する
防災機能の向上

⼤⿊町側に中⻑距離⽤
のバスターミナルを整備し、
前⾯の国道上に路線バス
の停留所を集約

○交通結節点と点在する⽣活や観光の拠点を、市⺠や県⺠、観光客が円滑に往来できるようにするため、道路・公共交通の機能を
強化するとともに、歩⾏者ネットワークの向上を図る

○公共交通では、路⾯電⾞やバスなどの公共交通機関のシステム充実・強化の検討などを進め、公共交通の利便性向上を図る
地区の

整備方針

【⻑崎都市計画区域マスタープラン】
○モーダルコネクト（多様な交通モード間の接続）の強化や幹線道
路などによる交通拠点へのアクセス強化に取り組んでいく

○JR⻑崎駅周辺については、本都市計画区域の⽞関⼝であり、交
流とにぎわいの拠点として位置づけ、新幹線、在来線、路⾯電⾞
及びバスなどとの交通結節機能の強化や充実を図る

【⻑崎市都市計画マスタープラン】
○陸の⽞関⼝としての広域アクセスの充実と、安全で安⼼な道路・
交通ネットワークの確保

令和２年度策定 令和６年度追加

資料⑦

⻑崎駅周辺の課題、⽬指す姿、関連計画を踏まえて基本コンセプトを策定
令和2年度に策定した交通結節機能強化の基本⽅針に、「国道202号の⾛⾏性改善」「防災機能の向上」を追加
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バス停⾞空間を確保し、
国道202号の⾛⾏性を改善

整備方針（案）の検討

整備方針（案）

２．整備方針（案）と備えるべき機能

来訪者の安全・安⼼を確保する
防災機能の向上

交通結節機能強化の基本方針

駅側とバスターミナルをデッキで結び、
駅とまちを連携させて、回遊性を強
化

デッキとバス停・電停をエスカレーター
やエレベーターで繋ぎ、歩⾏者の移
動を⽀援

⼤⿊町側に中⻑距離⽤のバスター
ミナルを整備し、前⾯の国道上に路
線バスの停留所を集約︻

令
和
２
年
度
策
定
︼

︻
令
和
６
年
度
追
加
︼

②⻑崎駅周辺の交通円滑化

③⻑崎駅周辺の回遊性の強化

①⻑崎駅周辺のモーダルコネクト機能の強化

④防災機能の強化

⻑崎駅周辺の交通結節機能強化の基本⽅針を基に、具体的な交通拠点計画の整備イメージを⽰す整備⽅針（案）を検討

・バス停の集約により長崎駅前の国道等の交通円滑化を検討する

・中長距離交通と、バス、路面電車、タクシー等の多用な交通モード間の結節機能強化を検討する
・長崎駅や中長距離用バスターミナルと２次交通とのアクセス強化を検討する
・観光客等にも分かり易い乗り継ぎ、バス停の集約を検討する
・乗り継ぎ利用者が快適に待つことができる待合空間を検討する
・将来的な新モビリティ導入、MaaSやICT技術を活用した公共交通の利便性促進への対応を検討

・災害等により公共交通に支障が発生した場合の一時的な避難場所や帰宅困難者の受入空間を
検討する

・災害時の情報収集・発信等の機能を備える拠点を検討する

・駅周辺や周辺観光施設等の回遊性強化を目指し、「まち」と「駅側」を連携する歩行空間を検討
・天候に左右されないなど、誰もが移動しやすく、移動負担の少ない歩行空間を検討する

⑤官⺠連携による計画の具体化
・民間事業者等の知見を広く取り入れながら、官民連携による効率的・効果的な施設運営を検討
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整備方針（案）の検討

ポテンシャル 課 題
 豊富な観光資源（２つの世界遺産）
 長崎駅周辺の開発

・JR九州駅ビル（商業施設）、出島メッセ長崎（交流拠点施設）
・長崎スタジアムシティ（サッカースタジアム）
 公共交通の要衝

・西九州新幹線開業、電停・路線バス停・中長距離バスターミナルの集積

 長崎駅とバスターミナル、電停、バス停が離れている
 国道の道路幅員が広く、「まち」と「駅側」が離れている
 移動経路のバリアフリー化が不十分
 国道202号の走行性低下
 来訪者等が避難する受け入れ先の強化

⾄ ⻑崎市役所

①長崎駅周辺のモーダルコネクト機能の強化
・中長距離交通と、バス、路面電車、タクシー等の多用な交通モード間の結節機能を強化
・長崎駅や中長距離用バスターミナルと２次交通とのアクセス強化
・観光客等にも分かり易い乗り継ぎ、バス停の集約
・乗り継ぎ利用者が快適に待つことができる待合空間
・将来的な新モビリティ導入、MaaSやICT技術を活用した公共交通の利便性促進への対応

②長崎駅周辺の交通円滑化
・バス停の集約により長崎駅前の国道等の交通円滑化

③長崎駅周辺の回遊性の強化
・駅周辺や周辺観光施設等の回遊性強化を目指し、「まち」と「駅側」を連携する歩行空間
・天候に左右されないなど、誰もが移動しやすく、移動負担の少ない歩行空間

④防災機能の強化
・災害等により公共交通に支障が発生した場合の一時的な避難場所や帰宅困難者の受入空間
・災害時の情報収集・発信等の機能を備える拠点

⑤官民連携による計画の具体化
・民間事業者等の知見を広く取り入れながら、官民連携による効率的・効果的な施設運営

交流のまち長崎の陸の玄関口
『 「交流」と「にぎわい」を生み出す新たな交通結節機能を形成 』

３．対象範囲と整備イメージ
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今後の進め方
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資料⑧

長崎市中心部の交通結節機能強化の基本計画（令和2年7月）

●「長崎駅前交通拠点整備事業計画検討会（仮称）」 の設置
●長崎駅周辺の現状と課題
●交通結節機能強化の方向性
●整備方針（案）

整備方針の策定 【令和６年秋頃公表予定】

●交通ターミナルの施設配置計画等
●官民の事業区分・役割分担 等

事業計画の策定

新規事業化

第１回
（2024.7.17）

第２回
（2024.秋頃）
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